青明舎フェイスシート

平成22年4月12日　担当：竹内　一貴　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　中居　松男　様　　　　　　　男・女　　昭和18年2月21日（67歳）

	
	〒 住　所　八戸市田面木神明沢16-1　コーポ流星B101　　電話090-6784-6136

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	－

	
	発症時期
	昭和42年（24歳頃）
	罹 患 期 間
	約39年

	
	入院回数
	6回
	延べ入院年数
	約23年

	医療機関
	青南病院（主治医　安ヶ平Dr）
	外来受診日
	週1回（木曜日）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5,000円
	精神保健福祉手帳

（2級）

	経済状況
	年金
	障害厚生年金2級（約10万円）

※家賃2万5千を引いた7.5万を毎月父から受け取る。

	
	その他
	

	障害程度区分
	未審査
	負担上限月額
	0円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	デイケア

	住まいの場
	アパート

	登録年月日
	H13年1月10日
	身長
	158cm
	体重
	71kg

	最終学歴
	南部中学校　卒業
	免許・資格
	

	職　歴
	月館牧場、黒田紙工、共振工業、トップクリーニング、江差家鉄工所、三旺調機（職親）

	保　護　者
	氏名　　中居　岩次郎　様　　　　　　続柄　父　　　　　　　（同居　・否）

	利用目的

・健康を維持し、デイケアの通所を継続したい。

	入院・治療歴（初診S42年頃）

①S42年頃　　　　～S43年頃　　　　　　　　　入院　　　　　西ヶ平病院

②S44年　5月 19日～S44年 11月 10日　　　　入院　　　　　青南病院

③S45年　6月 24日～S51年　8月 22日　　　　入院　　　　　　〃

④S52年　7月　2日～H4年  10月  5日　　　　入院　　　　　　〃

⑤H14年 12月 20日～H15年　8月 21日　　　　入院　　　　　　〃

⑥H22年　2月　4日～H22年　3月 30日　　　　入院　　　　　　〃

	生活歴

南部町にて出生。本人が2歳の時に両親が離婚して、母親に引き取られる(その後実父との交流はない)。小学5年時に母親が再婚。南部中学校を卒業後、上京して月館牧場に就職。5年間働いた後に退職して、その後は製紙会社(黒田紙工)で働いていた。S42年(24歳)に西ヶ原病院にて精神分裂病と診断され1年程入院。同院を退院後間もなく帰郷。自宅にて母と同居して、近所の工場(共振工業)で働いていた。S44年5月初旬頃より被害妄想･滅裂思考･独語･不眠等の症状が出現。同年5月19日青南病院を受診して、同日同院1回目の入院となる(～H44.11.10)。退院後は自宅療養となり、同院への外来通院を継続することとしていたが、病識が未確立で通院･服薬は行われなかった。S45年6月初旬より不眠、幻聴･被害妄想が出現して、同月24日同院2回目の入院(～S51.8.22:無断離院してそのまま退院)。退院後、通院･服薬は行われなかった。ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ店(ﾄｯﾌﾟｸﾘｰﾆﾝｸﾞ)や鉄工所(江刺家鉄工所)で働いていたが、S52年6月下旬頃より不眠･独語･易興奮性･拒食などの症状が出現。同年7月1日、職場で｢俺の事を馬鹿にしている｣等と興奮的･暴力的となることがあり、翌2日同院院を受診して3回目の入院。H4.10.5退院後は社会復帰援護住宅｢いちい荘｣へ入所となり、同院への通院･小規模作業所｢うみねこ幸房｣への通所(電気部品の組立や糸切り等の作業)を継続していた。H6.2.22より社会適応訓練事業(三旺調機)を利用するが、｢いつも怒られる｣等と不満を訴えて休むことが目立ち、その都度利用中断･再開を繰り返していた。H9.4.1生活訓練施設｢青山荘｣へ入所。H10年9月、社会適応訓練事業が利用満期となり、その後は同事業所(三旺調機)にﾊﾟｰﾄ雇用となり働いていた。症状は概ね安定しており、H12年4月、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ｢あおば｣へ入所し、他利用者と共同生活していた。H14年12月初旬より不眠･易興奮性･連合弛緩･思考途絶が目立つようになる。薬物調整を行っていたが、その後、妄想が活発となり、H14年12月20日同院4回目の入院。H15年8月23日退院後は生活訓練施設｢青山荘｣へ入所となり、同院への外来通院･ﾃﾞｲｹｱへの通所(5回/週)を継続。H18年8月、同施設を退所となり、ｱﾊﾟｰﾄでの単身生活(八戸市田面木)を開始。

H22年1月下旬に本人より日中の眠気が強いと訴えがあり、薬物調整を行う。その後、滅裂思考･｢薬はﾊﾜｲにある｣等の妄想･徘徊･日中ｶｰﾃﾝを閉める等の奇異な行為が出現。薬物調整を行っていたが、上記症状は改善せず、H22年2月4日同院院5回目の入院（～H22年3月30日）。退院後は同院への外来通院(1回/週)、精神科ﾃﾞｲｹｱへの通所(5回/週)、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ｢五福｣の利用(1回/週)、地域活動支援ｾﾝﾀｰ｢青明舎｣の利用を継続している。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

お盆、正月に本人は実家に帰っている。年金の通帳は父親が管理しており、月に一度父親と八戸駅で待ち合わせをして、アパート代を引いた7万5千円を貰っている。

母、弟や妹との交流はお盆や正月以外は殆どないと話す。両親は年金を貰い、弟が面倒を見ている。


平成22年4月12日（月）

	氏　名
	中居　松男　様
	男・女
	生年月日
	　昭和18年2月21日（67歳）


	長期目標（中期・短期）

	・現在の生活を継続し自分らしい生活を送りたい。


	これまでの経過

	平成22年2月4日の入院後、薬物調整により、精神症状の改善が見られ、3月30日退院となる。退院前の3月24日退院療養検討会議開催。本人は、退院後も入院前同様地域生活を希望している為、地域生活を行っていくうえで、多機関の支援を受けているため、関係機関で役割の明確化、情報共有を実施する。現行の生活を維持する事での本人の能力の低下を防ぐ事を目標に支援を検討し、以下のプランで支援を提供する事となる。

日

月

火

水

木

金

土

・夕食

→青山荘での自炊

・日中活動

→DC

・夕食

→青山荘での食事サービス・服薬管理

・日中活動

→DC

・夕食

→青山荘での食事サービス・服薬管理

・日中活動

→DC

・夕食

→青山荘での食事サービス・服薬管理

・外来受診（1回/週）

・日中活動

→DC

・夕食

→青山荘での食事サービス・服薬管理

・日中活動

→DC

・夕食

→青山荘での食事サービス・服薬管理

・訪問看護による訪問（1回/週）

・青明舎による訪問（1回/隔週）

・夕食

→青山荘での自炊

検討会議実施時の問題点として、本人がひざの痛みを訴えていた為デイケア、青山荘への通所が出来るかどうか、入院によるADLの低下による日常生活の維持が出来るかどうかが問題とされたが、ひざの痛みに関しては専門医の受診を青明舎同行で行い経過観察すること、日常生活が維持できないと判断される場合には再度ケース会議を実施し、見直しを図る事となる。

【退院後の様子】
退院後翌日からデイケア利用、また同時に青明舎の食事サービス利用を開始する。利用開始直後はスタッフへの確認行為も見られていたが、説明に対しての理解は出来ており、問題なく利用する事出来ている。入院前に見られていた眠気を訴えるなどの行為も見られていない。

自宅での生活状況に関しては、入院費の支払い等もあり今月は自らの貯金を使い生活している。一定額の貯蓄があると話しており、生活費に関して問題はない。

自炊に関しては、朝食は本人の負担にならないよう簡単なメニューをスタッフと共に考えて実践している。夕食の自炊に関しては、スタッフ見守りで調理を行っており、動作緩慢さ見られているが、調理する事できている。

ひざの痛みに関しては、4月5日スタッフ同伴で滝沢整形を受診し、ひざに溜まった水を抜いている。その後の痛みについては、水を抜く以前と比べると軽減したと話すが、痛みは継続しているとの事。歩行状態に関しては、入院時の外出訓練の時に見られていた足を引きずって歩行する事はなく、歩行する事出来ている。




	支援内容
	介入方法
	支援期間

	症状変化への対応
	· 表情や言動、行動に常に着目し病状変化への対応を早急に行う。

· 関係機関との情報共有を密に行い、本人の症状の変化を察知する。
	2ヶ月

	身体状態の観察
	· 歩行状態の観察を行い、適宜他科受診を促し、必要に応じて同行支援を実施する。

· 身体状態で変化が生じた場合には、担当医に相談の上、他科受診を行っていく。
	2ヶ月

	生活状況の見守り
	· 定期訪問を実施し、生活場面から本人の問題を把握し、対応する。

· 身体状況の悪化、加齢による能力の低下を防ぐ為、現行の生活能力を活用して生活していただく。

· 関係機関との情報共有を行い、生活面での変化を把握する。

· 現行の生活支援プランで対応できなくなった場合には、ケア会議を実施し、社会資源の活用等支援プランの変更を行う。
	2ヶ月


修様（52）


土建会社に勤務


現在は自宅から毎日青森市の現場へ通勤している。


休日は日曜日のみ。








松次郎様(83)　保護者


ADLは自立しており、定期的に面会等が行われる。


農業(林檎園)を営んでいる。





景子様(56)　埼玉県所沢市在住


本人との関わりは希薄





チセ様　H21年6月死去


脳梗塞　享年87歳





本人2歳時に離婚





本人








